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A △ × △ 10.0/人 × 3.6 3.6 3.4 3.6 3.4 3.6
B △ ○ ◎ 17.2/人 ○ 4.8 3.6 3.8 3.8 3.6 4.5
C ◎ ○ ○ 50.2/人 ◎ 4.8 4.4 4.0 4.1 3.3 4.4
D ○ ○ ○ 22.4/人 × 4.0 3.8 3.7 3.7 3.6 3.7
E △ ○ ◎ 26.8/人 △ 4.3 3.1 3.3 3.7 3.1 3.8
F ◎ △ ○ 22.0/人 ○ 4.0 3.7 3.8 3.4 3.6 3.6
G ◎ △ △ 15.0/人 △ 3.7 3.5 3.1 3.1 2.9 3.2
平均 ― ― ― 23.9/人 ― 4.2 3.6 3.6 3.7 3.4 3.8
表 3　SNS活用に関するアンケート内容と結果
活動意欲・理解支援につながる質問項目 平均 ◎ ○ △ ×
29）社会人基礎力演習のグループ活動は楽しかった 3.2 2.0 3.5 3.0 3.6
11）他の人の Kocolonyへの書き込みが、グループ活動の理解や発展に役立った 4.1 4.4 4.5 4.0 3.7
10） Kocolonyで情報共有したことで、欠席した時でも、みんなの話し合い
から遅れるという意識は薄らいだ 3.4 4.0 3.5 2.8 3.5
30） 社会人基礎力演習の授業時間以外にも、グループ活動の話をすることが
あった 3.4 4.0 3.1 3.3 3.6
15） Kocolonyで情報を管理することで、いつでも思いついたときに書き込
みができるのは良かった 4.1 4.6 4.0 4.0 4.2
16）毎週 Kocolonyを確認した 3.8 4.8 3.5 3.9 3.6
9 ）Kocolonyへの投稿は、積極的に行った 3.6 4.2 3.2 3.6 3.7
19） Kocolonyに資料をアップすることで、パソコンでの資料作成の励みに
なった 3.7 4.4 3.4 3.7 3.6
31） 他の人が投稿した情報を見て、自分の考えや関連情報を調べるきっかけ
になった 3.3 3.8 3.2 3.0 3.6



















































































































































































平均 A B C D E F G
SNS投稿数 /人 22.6 10.0 17.2 50.2 22.4 26.8 22.0 15.0
活動意欲（5段階評価） 3.7 3.6 3.8 4.1 3.7 3.7 3.4 3.1
























































平均 A B C D E F G
SNS投稿数 /人 22.6 10.0 17.2 50.2 22.4 26.8 22.0 15.0
理解支援（5段階評価） 3.8 3.6 4.5 4.4 3.7 3.8 3.6 3.2
企画書完成度 ― × ○ ◎ × △ ○ △











ICT関係の質問項目 平均 A B C D E F G
7 ）パソコンで資料作成の必要性を感じた 4.3 4.0 3.8 5.0 4.2 4.0 4.7 4.3




3.2 3.6 3.6 4.0 3.4 2.5 2.3 3.3
22）インターネットで情報を探すこつがつかめた 3.4 3.4 3.6 3.6 3.4 2.8 3.8 3.3
27） アプリケーションソフトや SNSの使い方に
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資料 1　社会人基礎力演習Ⅰシラバス（出典：京都光華女子大学）
科目名 社会人基礎力演習Ⅰ
授業テーマ ビジネス場面を想定した実践的な基礎能力の修得
授業の概要
　社会（特にビジネス領域）の場面を想定した実践的な基礎的能力の修得を目指します。Ⅰでは、
ビジネス文書の「読み、書き」と「コミュニケーション能力」について学びます。
　ビジネス文書としては、文書の種類や用途、時候の挨拶といった基礎知識と慣用表現を学習しま
す。実際に使われている事例を参考に読み取る力を身につけ、目的に応じたわかりやすいビジネス
文書の作成練習を行います。
　コミュニケーション能力としては、「知る、伝える、ともに働く」の視点から、印象に残るコミュ
ニケーション技術を学習します。コミュニケーションの持つ意味を理解し、インタビューする力、
情報を整理する力、説明する力を身につけ、相手の話を正確に聴くことで、適切な受け答えができ
る力の修得を目指します。
到達目標
1．ビジネス文書の種類と用途を理解する
2．ビジネス文書作成技術を修得する
3．コミュニケーション技術を修得する
授業計画
1.オリエンテーション
2.社会人基礎力とは
3.社会人とコミュニケーション
4.ビジネス文書の概要
5.ビジネス文書の実際（メール文書）
6.ビジネス文書の実際（お礼とお詫びの文書）
7.ビジネス文書の実際（企画や報告の文書）
8.コミュニケーションの基礎
9.話し方・聴き方
10.好感を持たれる立ち居振る舞い
11.コミュニケーション課題演習（1）
12.コミュニケーション課題演習（2）
13.コミュニケーション課題演習（3）
14.コミュニケーション課題演習（4）
15.まとめ
授業方法
講義形式とグループ演習方式で行います。
課題として授業レポート等の提出を求めます。
課題の提示や回収は、光華 naviを利用します。
評価方法
授業レポート（40%）、最終レポート（40%）、および授業への取組状況（20%）により評価します。
授業には出席することが前提のため、5回以上欠席した場合は、最終レポートの評価は行いません。
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資料 2　社会人基礎力演習Ⅱシラバス（出典：京都光華女子大学）
科目名 社会人基礎力演習Ⅱ
授業テーマ ビジネス場面を想定した実践的な基礎能力の修得
授業の概要
　社会（特にビジネス領域）の場面を想定した実践的な基礎的能力の修得を目指します。各グルー
プで興味のあるテーマを考え、協力して解決策を検討し、企画書にまとめます。作成した企画書を
関係者へプレゼンテーションを行い、その実現を目指します。
　企画書作成を通して、社会人としての常識やチームで働く力を実践的に学びます。必要に応じて、
関係者へのヒアリングや現地調査など主体的な活動が求められ、実行力やコミュニケーション能力
を高められます。関係者にプレゼンテーションを実施することで、自分たちが考えた企画案を伝え
るための表現力、説得力の修得を目指します。
到達目標
1．企画書をグループで完成させる
2．自分の役割を理解し、チームに貢献する
3．個々の意見をまとめるファシリテーション能力を修得する
授業計画
1．オリエンテーション
2．グループワーク（テーマ検討・計画策定）
3．グループワーク（現状把握・要求分析）
4．グループワーク（目標設定）
5．グループワーク（要因分析・事例分析）
6．グループワーク（企画立案）
7．グループワーク（企画書作成）
8．中間報告（1）と全体討議
9．中間報告（2）と全体討議
10．グループワーク（企画の再検討）
11．プレゼンテーション準備
12．企画プレゼンテーション（1）と質疑
13．企画プレゼンテーション（2）と質疑
14．グループ活動報告と今後の課題
15．報告書提出と総括
授業方法
グループワーク主体で行います。期日までにまとまらない場合は、時間外での討議が必要です。
グループワークの成果物として、企画書、プレゼンテーション資料、活動報告書、議事録の提出を
求めます。
課題の提示や回収は、光華 naviを利用します。
評価方法
授業への取組状況（30%）、最終発表（40%）、課題解決への貢献度（30%）により評価します。
・ 授業への取組状況：参加意欲、プロジェクト推進への関わり、協調性を、「活動報告書」などで
評価します。
・ 最終発表：課題の達成度、成果、プレゼンテーション能力を、「企画書」と「プレゼンテーション」
などで評価します。
・ 課題解決への貢献度：時間外作業、相互扶助の精神、コミュニケーション力を、「活動報告書」
と「議事録」などで評価します。
　授業には出席することが前提のため、5回以上欠席した場合、評価は行いません。
